
リード線長さ500
リード線色
アース極：青、プラス極：白
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MODEL

PNB
パーマネントマグネットタイプ

無励磁作動ブレーキ
1.2形、2.5形（参考）

トルク：12〜25N・m

	形　番	 PNB
	 静摩擦トルク	 〔N・m〕
	 慣　　　　性	 J×10−4〔kg・m2〕
	 穴　　　　　　　径	 dH7

	 キ ー み ぞ
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	 質　　　　　　　　量	 〔kg〕

径

方

向

軸

方

向

	 1.2B	 2.5B
	 （特殊生産品）	 （特殊生産品）

12
2.6
15
5

17.3
 86
 72
 40
 46
 85
 115
 100
 4 .5
 38 .5

M5
 47
 27
 20
 2
 36 .5
 0 .3

1.6

25
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20
6

22.8
 110
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 54
 103
 135
 120
 4 .5
 46 .5

M5
 57 .8
 32 .8
 25
 2 .4
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 0 .4
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0

付属品：シム、保護素子
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性　能
1性能表
動作特性

表1

PNB形 1.2形、2.5形、5形、13形、25形（参考）

形　番 定格トルク
〔N・m〕 電圧

DC〔V〕
電流
DC〔A〕

抵抗
〔Ω〕

容量
〔W〕

アーマチュア
吸引時間
〔S〕

アーマチュア
釈放時間
〔S〕

許容
回転数
〔r/min〕

コイル（20℃）

	 PNB	1.2B
	 PNB	2.5B
	 PNB	5A
	 PNB	13A
	 PNB	25A
	 PNB	5B
	 PNB	13B
	 PNB	25B

 12
 25
 50
 130
 250
 50
 130
 250

 24
 24
 24
 24
 24
 24
 24
 24

 0.67
 1.25
 1.45
 2.82
 3.93
 1.45
 2.82
 3.93

 36
 19 .2
 16 .5
 8 .5
 6 .1
 16 .5
 8 .5
 6 .1

 16
 30
 35
 68
 95
 35
 68
 95

 0.005
 0.010
 0.010
 0.020
 0.030
 0.010
 0.020
 0.030

 0.080
 0.090
 0.100
 0.150
 0.200
 0.100
 0.150
 0.200

 5000
 4500
 4000
 2600
 2400
 4000
 3000
 3000

仕事量
PNB形 1.2形、2.5形、5形、13形、25形（参考）

 PNB	1.2B 0.60 6.6×107 25×107

 PNB	2.5B 0.60 13×107 49×107

 PNB	5A − − 56×107

 PNB	13A − − 160×107

 PNB	25A − − 230×107

	 PNB	5B 0.80 13×107 33×107

	 PNB	13B 1.00 14×107 56×107

	 PNB	25B 1.00 23×107 92×107

形　番
調整までの総仕事量

〔J〕
使用限界までの総仕事量

〔J〕
調整までの最大空隙

〔mm〕

表2
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使用上の注意
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摩擦形ブレーキのトルクには、摩擦面が相対的
に静止した状態で発生する静摩擦トルクと、摩擦面
がスリップ状態で発生する動摩擦トルクがありま
す。乾式摩擦形の動摩擦トルクは、図1に示すよう

に、スリップ速度が大きくなるとともに減少しま
す。したがって、制動時には静摩擦トルクではなく、
動摩擦トルクで考える必要があります。

2トルク低減率

図1
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使用上の注意
取扱い上の注意
	ブレーキ本体

　PNB形ブレーキには軟質の材料を多く使用しています。
叩いたり、落としたり、または無理な力を加えますと、打
ち傷や変形を生じますので、取扱いにご注意ください。

	摩擦面
　乾式のブレーキですので、摩擦面を乾燥状態で使用する必要が
あります。摩擦面に水や油が付着しないよう取り扱ってください。

	フィールド
　PNB形ブレーキのフィールドには、強力なマグネット
を内蔵しています。鉄分・切粉・機械のフレーム、シャー
シなど・鉄でできた部材・機械のそばに近づけないように
してください。

	アーマチュア
　フィールドにアーマチュアをおくときは、摩擦面に必
ず１mm位の厚みの紙（紙・プラスチックなど）を挟んで
ください。一旦吸着すると、コイルに通電しない限り取れ
なくなります。

	リード線
　ブレーキのリード線を無理に引っ張ったり、鋭角に折
り曲げたり、リード線を持ってぶら下げたりしないように
してください。

	アーマチュアハブ（オートギャップ装置）
　アーマチュアハブ組立には、オートギャップ装置が組み
込まれています。アーマチュアをアーマチュアハブから抜
かないようにしてください。オートギャップ装置部に絶対
に油が付着しないようにしてください。また、振動・衝撃を
与えないようにしてください。（PNB-A形）

使用上の注意
	摩擦面

　PNB形ブレーキは乾式用ですので、摩擦面に油が入る
とトルクが低下します。油やほこりが掛かるおそれがある
場合は、カバーを付けてください。

	摩擦面のすり合わせ
　PNB形ブレーキは初期から規定トルクが出るようにし
ておりますが、取付け状態によっては、摩擦面が十分なじん
でいない場合、初期から規定トルクが出ないこともありま
す。この場合は、摩擦面の外周温度が80℃以上にならな
いように注意して、軽負荷で慣らし運転をしてください。

	供給電圧
　PNB形ブレーキは、励磁電圧によって動作時間が変動
しますので、規定の電圧を供給してください。
　なお、電源電圧が規定とおりであっても配線の引回しが
長い場合、線路抵抗により電圧が降下しますので、電圧の
確認は通電時にリード線の端子部分で行ってください。

	保護素子
　直流側でスイッチを切ったとき、逆起電圧（バックサ
ージ）を発生しますので、そのまま使用すると、コイルの
絶縁劣化やスイッチ接点の劣化・焼損を生じ、さらには周
辺機器に悪影響を与えることがあります。付属の保護素子
をコイルと並列に接続し、放電回路を構成することが必要
です。

動作特性
　PNB形ブレーキは、図2のような動作特性を示します。

		定格電圧（DC24V）を中心とする(b)が、解放電圧
の範囲です。

		印加電圧が低い(a)では、ブレーキは解放しません。
		印加電圧が高過ぎる(c)では、ブレーキを解放した後、
アーマチュアを再吸引してブレーキが掛かります。

		逆極性の電圧を印加する(d)では、マグネットの吸引
力に電磁コイルの吸引力がプラスして、制動力を増大
することができます。

無励磁
(d)

強制制動

吸引
(a)

解放
(b)

再吸引
(c)

（－E） 0 24V 電圧（＋E）

図2
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リード線色　マイナス：青色　プラス：白色

空隙 S

軸方向の固定
遊びをなくす

軸の公差：h6 または js6
(JIS B 0401)

フィールド取付け面の直角度
0.1T.I.R.以下

インロー部の同心度
0.2T.I.R.以下

フィールド内径と軸（カラー）間の
隙間 6mm以上

取付上の注意

PNBシリーズ

図3

	保護素子

	 保護素子	 TNR14V121K TNR14V121K TNR20V121K TNR20V121K
	 許容頻度（回／分）	 80 40 40 20

	 	 1.2B	 2.5B・5A・5B	 13A・13B	 25A・25Bクラッチ・ブレーキ
形　　番

PNBシリーズ保護素子（付属品） 表4

注意：使用着脱頻度が上記の値を超える場合は、保護素子焼損のおそれがありますのでご相談ください。

OTPF形の入力電圧はAC100〜120V、OTPH形の入力電圧はAC200〜240Vです。詳細はP85を参照してください。

	電源装置

	 	 電源形番	 整流方式

	 1.2B	 OTPF/H25	 単相全波	 50/60	 100/200	 24
	 2.5B	 OTPF/H45	 単相全波	 50/60	 100/200	 24
	 5A・5B	 OTPF/H70	 単相全波	 50/60	 100/200	 24
	 13A・25A・13B・25B	 OTPF/H130	 単相全波	 50/60	 100/200	 24

クラッチ・ブレーキ
形　　番

周波数
〔Hz〕

交流入力電圧
AC〔V±10％〕

直流出力電圧
DC〔V〕

PNBシリーズ　適用電源装置仕様 表3
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